
熱中症予防声かけプロジェク トについて

1.経緯

○ 昨年の猛暑による高齢者の熱中症被害状況を踏まえ、環境省において、企業等と連

携した熱中症予防の普及啓発の実施に向け、関係団体等へのヒアリングを実施してい

たところ。

○ このヒアリングを契機の一つとして、今般、環境メディアフォーラム 0が中心とな

り、企業、メディア、行政等が連携して熱中症予防の普及啓発を進める「熱中症予防

声かけプロジェクト」が立ち上げられ、環境省もこれに参画。

注 :気象予報士やアナウンサーといった放送文化人が連携し、メディアを通じて環境や気象につい

ての危機啓発や課題解決に向けた取組の提案をする団体

○ 平成 23年 6月 8日 (水)には、東京都内にてプロジェクトのキックオフミーティ

ングが開催され、樋高環境大臣政務官より賛同コメントを発表。

なお、本ミーティングには、民間企業 66社、メディア 49社が参加。

○ 現在、賛同会員を広く募集しているところ。環境省は行政賛同会員となり、環境大

臣も賛同人となつている。

(現時点の主な賛同会員 :閣 ローシン ナチ三ラルローソン推進部、大塚製薬閉、

埼玉県熊谷市 等)

2.プロジェク トの内容

○ プロジェク トは、熱中症についての正しい知識の普及を図るとともに、熱中症予防

のための注意事項 (「熱中症予防 5つの声かけ」)を、共通ロゴマーク等を用いて参画

企業、参画自治体等が各々の活動を通じ国民へ声かけを行 う。

○ 家族、同僚、友人への更なる声かけを促進し、最終的に(高齢者など暑さ環境の弱

者に対し効果があるよう配慮。
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3.プロジェク トの活用例

○ 地方自治体による、本プロジェクトのロゴマーク等を活用した、ポスターやパンフ

レット等の普及啓発資材の作成・配付

○ 地方自治体の広報誌による、「5つの声かけ」の普及

○ 本プロジェクトのロゴマークを目印とした、地方自治体の庁舎やアンテナショップ

等の関係施設におけるクールシェルターの提供

など

4.プロジエク トの実施体制
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5,参加方法

○ プロジェクトのホームページ (http://酬.hitosu2umi.jp/)に アクセスし、参加申

込等を行つてください。

○ 詳細は、同ホームページに掲載された総合運営事務局にお問い合わせください。

○ なお、行政賛同会員については、会費無料です。
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